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◆利用者の実態と利用ニーズ 

無回答
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県外

15%

北部地区以

外の秋田市

35%

土崎地区・

将軍野・寺

内・飯島な

ど北部地区

25%

秋田市以外

の県内

21%

秋田市ポートタワーには、子供

の遊び場や飲食、買い物などの充

実が求められています。 

秋田市ポートタワー周辺地域

では、海が見られる休憩施設、海

辺の連続した散策路などの機能

強化が求められています。 

◆取り組み施策と構想イメージ（案） 

秋田市ポートタワーで強化すべき機能 秋田市ポートタワー周辺で強化すべき機能

施策テーマごとに、強化すべき機能のニーズから取り組み施策を策定しました。 

小学生以下の子供づれ家族が多く訪

れています。 

ほとんどが秋田市民の利用ですが、秋田市

内外、県外からも訪れています。 

みなとオアシスあきたにぎわいプラン策定委員会 

『みなとオアシスあきたにぎわいプラン』ニュース 
 

このニュースペーパーは、秋田市が進めている「秋田市ポートタワー（セリオン）およびその周辺施設の利活用

計画」の検討状況について、地域の皆様にお知らせするものです。 

 

▼ 第４回 みなとオアシスあきたにぎわいプラン策定委員会を開催しました。 

H20.1.28 秋田市ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰ ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ（2 階） 
秋田市ポートタワーの利用客層について把握するために、アンケート調査を実施し、この結果に基づいて、

強化すべき機能を再度整理し、計画内容について議論しました。 
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VOL４ 
平成 20 年２月発行 
秋田市役所商工部 
港 湾 貿 易 振 興 課 

H19秋田市ポートタワー（セリオン）利用者

アンケート調査概要 

 調査時期：平成19年12月27日～平成

20年１月14日 

 調査方法：秋田市ポートタワー内に調査

票配置、回収箱による回収 

 回 収 数：169票 
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立寄型施設としての機能強化
「道の駅　セリオン」としての素材と機能強化

　・道の駅敵施設（道路休憩施設）

　・周辺道路からの利便性向上

観光地としての機能強化
みなと観光「みなとオアシス」としての素材と機能強化

　・周辺地域との一体性の演出
　・飲食機能強化
　・買い物機能強化
　・船・海洋学習機能（乗船体験など）
　・子供の遊び場
　・イベントのさらなる強化

クルーザーなどの一時停泊

土崎商店街地区への
歩行者道

港散策ルート
自転車歩行者道（安全対策、
バリアフリー）

・周辺道路からの利便性向上
（国道７号流入動線の確定）

港内外クルーズ

国道7号

・周辺道路からの利便性向上
（入口部の改善）

施策テーマ 取り組む施策（ニーズ）

周辺地域との一体性の演出

飲食機能強化

物販機能能強化

船・海洋学習機能（乗船体験など）

子供の遊び場

イベントのさらなる強化

道の駅的施設（道路休憩施設）

周辺道路からの利便性向上

秋田港や土崎地区などを知ることができる機能

商店街とのつながりあいづくり

地域のイベント開催

ファンづくり（セリオンファンクラブ）

多様な市民の参画（一人一人が案内人）

支援体制作り

３．土崎地区と来訪者の連
携中継点としての機能拡
充：「土崎みなとまち め
ぐり館」の構築

４．心のふれあいの拠点とし
ての機能強化：「フレンドシッ
プ　みなとまち」の構築

１．観光地としての機能強
化：みなと観光「みなとオ
アシス」としての素材と機
能強化

２．立寄型施設としての機
能強化：「道の駅 セリオ
ン」としての素材と機能強
化



▼第４回委員会で討議された内容・意見       H20.1.28 秋田市ﾎﾟｰﾄﾀﾜｰ ｲﾍﾞﾝﾄﾎｰﾙ（2 階） 
 

主な協議内容 

 みなとオアシスにぎわいプランについて 

みなとオアシスにぎわいプランに対する意見 

 ◆利用者実態やニーズの把握について 

・アンケート調査が冬期に行われていることから、夏期の

利用者のニーズが把握できていない。夏期における調査

を行って、随時計画のフォローアップを図って欲しい。 

 ◆利用実態について 

・秋田県における公園等の利用の特徴として、高齢者と

その孫が利用している場合が多い。このような人たちが

利用しやすい施設に特化するのがよいのではないか。 

 ◆イベントについて 

・子供を含む家族連れの利用が多くみられるため、子供

向けのイベントを多く開催してはどうか。 

・退職した高齢者の方々が参画できるようなイベントを企

画してはどうか。 

・展望室の無料化や子供向けのイベントのような呼び水

となる企画や仕掛けをすることで、最終的にはセリオンで

1 日遊んで、食事もするというようなことを目指せばよい

のではないか。 

 ◆学習機能について 

 ・土崎の市民センターの建設構想があり、学習機能や公民館機能については、市民センターで受け持つような考え

もある。セリオンの機能検討では、港に直接関わらないような学習機能については、切り離して考えた方がよいのでは

ないか。 

 ◆飲食機能の強化について 

・土崎の方で、地元のフグを使った地域興しを狙っている方がいる。県と協同で商品開発等に取り組んでいるので、施

策のなかで触れてほしい。 

◆道の駅機能について 

・セリオンを道の駅にすることは、立地的に好条件であり、成功する可能性が高いのではないか。 

・道の駅セリオンとしての固有の特徴を持たせるべきではないか。地元の歴史・文化、フグなどの魚、釣り公園、ここで

釣った魚を調理したり、安く買い上げて、一般に販売したりといったこともおもしろいのではないか。 

◆長期の検討課題について 

・臨港道路 13 号線のルート変更については、長期の検討課題として計画書に記載して欲しい。 

・セリオン前に大型観光船を係留できるようにすることも、長期の検討課題として計画書に記載して欲しい。 

 

▼今後の予定・お問い合わせなど 
 

 当委員会では、地域の皆さんのお考えを十分に反映しながら、今後も検討を進めていく考えです。次回以降も委員会毎

にニュースペーパーを発行し、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼第４回委員会のようす 

ご意見・お問い合わせは下記までお願いします。 

秋田市役所 商工部 港湾貿易振興課 

〒010-8560 秋田市山王一丁目１－１ 

TEL：018-866-2164 FAX：018-863-8997 

E-mail：ro-inhb@city.akita.akita.jp 

第５回 委員会（2月 21 日開催予定） 

みなとオアシスあきたにぎわいプラン（案）を確認します。 

委員会はどなたでもご自由に広聴できますので、是非

ご参加ください。開催予定は HP でご案内します。 

URL ： http://www.city.akita.akita.jp/city/in/hb/default.htm


